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漁港機能保全対策（機能保全計画）【大川漁港】

①対象施設

①対象施設 ②施設の整備状況 ③調査結果 ④対策⼯法・時期・
コスト ⑤コスト削減効果 ⑥⽇常管理計画

⼤川漁港 16施設

②施設の整備状況

漁港台帳より、各施設の履歴・整備状況を整理

③調査結果

対策優先順位の考え⽅
→健全度Ｄ（問題なし）または健全度Ｃ（要監視）を
維持できるような修繕対策を実施することを基本とする。
健全度に関わらず局所的に変状規模が⼤きい箇所等

は、その変状によって周囲の護岸にも影響が及ぶ可能性
があることから、予防保全対策として修繕の検討を⾏う。

整理結果と調査結果（施設の状態）より、
各施設ごとに今後の機能保全計画を策定

優先的に

対策を行い

健全度C・Dへ

健全度A・健全度B

健全度C・健全度D

変状の

発生・進展

対策のイメージ

局所的に変状規模が
⼤きい箇所

修繕の検討を行い

必要に応じて実施

④対策⼯法・時期・コスト

⑤コスト削減効果

⑥⽇常管理計画

⼤川漁港

⼤川漁港
対策⼯法︓①上部⼯及び本体⼯の部分撤去+打換え

②対象スパンの腹付及びコンクリート巻き⽴て
③上部⼯の部分撤去+打換え
④上部⼯の部分撤去+打換え
⑤エプロン打換え+ひび割れ補修
⑥エプロン打換え+ひび割れ補修

対策時期︓①、② ︓2024年度（暫定）
③ ︓2033年度（暫定）
④、⑤、⑥︓2029年度（暫定）

対策コスト︓① 1,325千円※

② 33,366千円※

③ 2,066千円※

④ 638千円※

⑤ 192千円※

⑥ 443千円※

※簡易な調査による概算⼯事費

②対象スパンの腹付及びコンクリート巻き⽴て

想定される対策のシナリオを複数検討し、
⻑期的な対策コストの削減を実施

⼤川漁港
②対象スパンの腹付及びコンクリート巻き⽴て
採⽤シナリオコスト 33,366千円
⽐較シナリオコスト 78,743千円
検討によるコスト削減効果 45,377千円

②エプロン打換え+ひび割れ補修
採⽤シナリオコスト 192千円
⽐較シナリオコスト 50,811千円
検討によるコスト削減効果 50,619千円

⽇常的に巡回を実施し、陸上から⽬視できる
範囲で変状の有無、変状の程度の把握を⾏う。

通常時（1回以上/年）

台⾵通過後や、地震（震度4異常）発⽣時には、
調査記⼊シート（マニュアル）に従って点検を実施
する。

異常気象時

変状の有無や、規模を把握する詳
細な調査等を実施する。
変状の進展等が確認された場合は、
計画の⾒直しを⾏う。

定期点検（1回/5年）

機能保全計画策定対象施設内訳【大川漁港(16施設)】

突堤

2

外郭施設

-2.0m物揚場取付

係留施設

4

-2.0m物揚場

26

防砂堤

1

導流提

1

防波堤

対象施設数 16

合計

(施設)

防波堤‐2.0m物揚：4施設

防砂堤‐2.0m物揚：1施設

導流提‐2.0m物揚：1施設

突堤‐2.0m物揚場：1施設

‐2.0m物揚場取付：2施設

‐2.0m物揚場取付：4施設

防波堤 ：2施設

突堤堤 ：1施設

B

1 　-2.0m物揚場取付（22） 16.0 ①② 16.0 16.0 ○ B

10.0 ①② 10.0 10.0 ○

既存施設に対する老朽化度調査分類一覧表
大川漁港(16施設 )

要対策 健全度①簡易
項目
(m)

②重点
項目
(m)

区　分 種  類 施設名称
規 模

<延長>
(m)

調査番号

簡易調査

△ C

　-2.0m物揚場取付（23） ①②

-2.0m物揚場

係留施設

-2.0m物揚場取付

1 　-2.0m物揚場取付（15-2）

　-2.0m物揚場取付（15-1） 8.0 ①② 8.0 8.0

防砂堤

導流提

突堤

外郭施設

1

B

10 　突堤（7） 12.2 ①② 12.2 12.2 △ B

△ B

9 　突堤（3） 35.5 ①② 35.5 35.5 ○

△ C

8 　導流提（5） 33.2 ①② 33.2 33.2

7 　防砂堤（9） 32.2 ①② 32.2 32.2

C

6 　内防波堤（21） 14.9 ①② 14.9 14.9 △ C

△ C

5 　南防波堤（20） 70.1 ①② 70.1 70.1 △

○ B

4 　防波堤（10） 103.3 ①② 103.3 103.3

3 　南防波堤（8） 11 ①② 11 11

C

2 　防波堤（4） 62.4 ①② 62.4 62.4 ○ A

1 　防波堤（2） 63.5 ①② 63.5

防波堤

B

40.3

○

○

○10.0

40.1

B

B

40.3

10.0

40.1 ①②

①②

40.1

40.3

調査番号

簡易調査

①簡易
項目
(m)

②重点
項目
(m)

区　分

1

2

補修対策なし(経過観察を要す)

○

種  類
規 模

<延長>
(m)

施設名称

10.0

健全度

△

×

計

補修対策が必要である施設(LCCを算出する施設）

早急な補修対策は必要なし（経過観察を要す）

16

9

7

0

63.5 ○ 　-2.0m物揚場（14）

　-2.0m物揚場（24）

2

要対策

⑤エプロン打換え+ひび割れ補修
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2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36 R37 R38 R39 R40 R41 R42 R43 R44 R45 R46 R47 R48 R49 R50 R51 R52

0 0 0 21.4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.6 0.6 0 0 0 0 0.2 0 0 2.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.2

58.3m

エプロン打換
え

+ひび割れ補
修

188千円11
⑭

⑮-1
⑮-2

-2.0m物揚場（14）
-2.0m物揚場取付（15-1）
-2.0m物揚場取付（15-2）

昭和61年
3月31日

36年
コンクリート

単塊式

0.6

上部工の
部分撤去
+打換え

638千円

11.0m

③ 突堤（3）
昭和59年
3月31日

38年 重力式 35.5m

修　繕　計　画　表

大　川　漁　港

3 ⑧ 南防波堤（8）

9

昭和41年
3月31日

56年 傾斜式

12
㉔
㉒
㉓

-2.0m物揚場（24）
-2.0m物揚場取付（22）
-2.0m物揚場取付（23）

平成10年
3月31日

24年
コンクリート

単塊式
61.2m

33,366千円2 ④ 防波堤（4）
昭和27年
3月31日

70年
コンクリート

単塊式
62.4m

対象スパンの
腹付及び

コンクリート
巻き立て

63.5m

上部工及び
本体工の
部分撤去
+打換え

1,325千円1 ② 防波堤（2）
昭和45年
3月31日

52年 重力式

延長 対策工法
対策コス

ト

5年以内 6～10年以内 10～20年以内 20年以上

3百万円1百万円

0.4

21百万円 0百万円

443千円

エプロン打換
え

+ひび割れ補
修

概算工事費

2.1

2,066千円

20.1

上部工の
部分撤去
+打換え

1.3

漁港機能保全対策（機能保全計画）【大川漁港】

整理
No.

台帳
番号

整理名称

建設又
は

取得年
月日

経過
年数

構造形式

10 ⑦ 突堤（7）
昭和49年
3月31日

48年
コンクリート

単塊式
13.0m

上部工の
部分撤去
+打換え

638千円

0.2

上部工及び本体工の
部分撤去+打換え

対象スパンの腹付及び
コンクリート巻き立て

上部工の部分撤去+打換え

上部工の部分撤去+打換え

エプロン打換え+ひび割れ補修

エプロン打換え+ひび割れ補修

上部工の部分撤去+打換え
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